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支援者
の対応

　 子どもと親自身のことを気にかける
事故後しばらくは、親はショックのあまり、遺された子どものことを気にかけ
ることが難しくなります。しかし、子どもも親と同じようにショックを受け、
親に自分のことをかまってほしい、自分を見てほしいと思っています。そのよ
うなときに、親に気にかけてもらえないと、とてもさみしい気持ちになり、ひ
とりぼっちになってしまったという気持ちが強くなります。

子どもは体調が悪くても言い出せず、がまんすることがあります。また、親の
ほうに余裕がなく、子どもの体調変化に気づきにくいこともあります。

親が長期間ふさぎ込んでしまい、子どもに目が向かないようなときには、親自
身の辛い気持ちを信頼できる人に話したり、カウ
ンセリングを受診したりするなど、親のメンタル
ヘルスにも目を向ける必要があります。

支援者は、子どもの様子や親の様子を気にかけるようにしましょう。
子どもは親に気を遣って、体調が悪くても言い出せない可能性があり

ます。また、子どもが困っていても、親に余裕がなく、気づきにくいこともあ
りますので、周囲が気にかけることが重要です。また、親自身のメンタルヘル
スについては後回しになることが多いため、気になることがあれば、カウンセ
リング等を紹介するようにしましょう。

　 子どもの学校の先生や習い事の先生などに理解を求める
子どもの学校の先生や習い事の先生に、差支えない範囲で、状況について説明
しておき、要望として、例えば「以前と同じように接してもらいたい」「子ども
が不安定になるかもしれないが、そのときには温かく見守ってほしい」「子ども
が何か話したら聞いてほしい」「何か気づいた点があったら教えてもらいたい」
等と伝えておきましょう。

学校の先生には、家族が亡くなってから休んで
いた間の勉強面の支援をお願いし、必要であれ
ば、スクールカウンセラーを紹介してもらうな
どしましょう。

事故から数週間後の対応３
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　 事故や家族の死について子どもの疑問に答える
事故や家族の死について、子どもは多くの疑問を持っています。それを親にそ
のままぶつけてくる子どももいますが、親が取り乱している様子を見て、「聞き
たいけど聞くことができない」という子どもも少なくありません。「なぜ事故が
起こったのか」「なぜ死んでしまったのか」「死んだらどうなるのか」など、子
どもの頭の中では、疑問が渦巻いています。そのような疑問について、もし答
えてもらえないならば、子どものこころにいつまでも疑問が残ることとなり、
不安な気持ちを持ち続けることになります。子どもの疑問にわかりやすいよう
に答えることは、大切なことです。

子どもが疑問に思うことについては、できるだけ答えることが望ましいですが、
親が一人で子どもの疑問に答えることが精神的に難しい場合には、カウンセラー
など、第三者に同席してもらって伝えることが有効です。なお、その場合の第
三者は、親と子どもが信頼できる人である必要があります（説明については、
第３章をご参照ください）。

      友達には事故前と変わらず接してもらう
事故後、家族の関係や周囲との関係が変化する中で、友人関係が事故前と変わ
らないということは、子どもにとってはとても助けになるものです。事故によ
り子どもは多くのことを喪失するため、変わらない友人がいることは支えにな
ります。友人との遊びは、家族を亡くした辛さを忘れられる貴重な時間となる
でしょう。

友人と事故前のように遊ぶことで、事故前の自分を取り戻すきっかけにもなり
ます。大人は、周囲が事故前と全く変わらず平穏に過ごしていることに対して、
「なんで自分だけ」と辛さを感じる傾向にありますが、子どもにとっては友人関
係や日常が事故前と変わらずに存在するということが、支えになります。

事故後の子どもへの対応としては、できるだけ事故前と変わらず
接することがよいでしょう。また、子どもが楽しそうに遊んでい

る様子を不謹慎に思い、子どもを注意する人もいますが、その時には、そう思
う必要がないことを、子どもに伝えましょう。

友人・支援者
の対応
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平成 23 年度内閣府交通事故被害者サポート事業報告書 WEB 調査結果より　

子どもをそっと支える
事故後、子どもは「そっとしておいてほしい」と思いながらも、さり
げない気遣いを嬉しく思います。そっとしておきながらも、「困ったら

いつでも相談にのる」ということは、伝えておくよう
にしましょう。なお、子どもが相談してきたら、「がん
ばれ」「しっかりしなさい」等のはげましの言葉をかけ
るのではなく、話を聞いて気持ちを受けとめるように
しましょう。気持ちを安心して話すことができること
は、子どもの回復にとって大切なことです。

平成23年度内閣府交通事故被害者サポート事業報告書 WEB 調査結果より　

支援者
の対応


